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家畜改良事業団

選別精液(Sort90)の効率利用で収益ＵＰ!!

■Ｆ１スモール市場
　表１はH29 年 4月から 9月の三次Ｆ１スモール市場で取引されたデータを集計したものです。
雄と雌の価格差は図に示すとおり約 5万円の差が生じています。つまり、Ｆ１雄の方が高く取引されており、
以前に比べて、少し価格の開きが大きくなったように感じています。

乳用牛にとっては、この時期、猛暑であった夏を過ぎ、暑さによるストレスも減り、受胎率も高まる時期に入
りました。選別精液は、もうすでに確立した技術で、その受胎率も向上し、多くの皆様方にご利用いただいて
おります。
今回は、現在のＦ１スモール市場、乳牛市場の動向と選別精液の受胎率などをお知らせいたします。

詳細は岡山種雄牛センター（電話 0868-57-2475）四宮、安積までお問い合わせください。

■北海道乳牛市場（初妊牛）
　北海道のホクレン家畜市場においての乳牛の初
妊牛取引価格を表２で示しています。
　平成 28 年度の平均価格が 81.5 万円と非常に高
値でありましたが、平成 29 年度はそれを上回り、
10 月までの平均価格が 87.3 万円と高値が続いて
いる状況で雌の確保も非常に厳しい状況です。

■選別精液(Sort90)受胎率
　表３は、当団が収集した乳牛と乳牛にF1 用と
して選別精液(Sort90)を人工授精した場合の受胎
率です。
　受胎率としては乳牛の♀精液と同様ないし、若
干ですが和牛の♂精液の方が受胎率は高いという
結果になっています。

■最後に……
　今後はより一層、乳牛の♀精液の利用などで十
分な後継牛を確保すること、Ｆ１で♀子牛より高
く売れる♂子牛の生産する方法としての選別精液
の利用が重要となっています。
　選別精液(Sort90)は、以前に比べて受胎率が向
上し、利用しやすくなっていますので、選別精液
乳牛の♀精液と和牛の♂精液（Ｆ１生産用）の併用
を再検討されてみられてはいかかでしょうか？
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農林水産事業からのお知らせ　-その　-

　　　　　　　㈱日本政策金融公庫　広島支店　農林水産事業
　　　所在地:〒 730-0031　広島市中区紙屋町 1-2-22　広島トランヴェールビルディング 6階

　　TEL:082-249-9152　FAX:082-249-9102
○相談窓口も以下の場所で開催しております。
　三次相談窓口（12月は 6日と 20 日）	 場所:三次農業協同組合本店
　庄原相談窓口（12月は 7日と 21 日）	 場所:庄原農業協同組合本店
　福山相談窓口（12月は 8日）	 場所:日本政策金融公庫福山支店
　※予約制で開催しております。ご来店の際は事前にご連絡をお願いいたします。

TOPIC アンケート調査の結果について

※詳細については、農林水産省のホームページをご参照ください。
　⇒http://www.maff.go.jp/j/keiei/koukai/hito_nouchi.html

広島県の酪農家の皆様へ
このコーナーでは日本政策金融公庫から、酪農家の皆様の経営に役立つ情報を提供して参ります
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日本政策金融公庫

　広島県酪農業協同組合様のご協力の下、H29 年 9月に組合員様向けに実施したアンケート調査(22
先回答/128 先送付中)の結果について、とりまとめを行いましたので、皆様にご紹介いたします。

○今回のアンケートは、ご覧のよう
な結果となりました。昨年と比較し
て売上、利益ともに減少したという
回答が半数を占めている中で、経産
牛頭数の増加や設備の老朽化といっ
た経営課題があるようです。
○経営改善の方法として、自家育成
牛割合を増やす、TMRセンターの利
用、性判別精液の利用という順で回
答が多く、労働力が限られるなかで
如何に生乳生産量の向上していくか
という現在の酪農情勢が反映された
アンケート結果となりました。


